
土地及び気象

位置及び面積  

（１）  位置及び面積（平成26年10月１日現在）

経    度 緯    度

東  端 西　原 東経127°45′11" 北緯 26°15′05"

浦添市安波茶

西  端 伊奈武瀬 東経127°40′08" 北緯 26°14′46"

 19.48k㎡ 一丁目１番１号

南  端 経 塚 東経127°43′18" 北緯 26°14′00"

北  端 牧  港 東経127°42′54" 北緯 26°16′29"

（注）座標値は世界測地系によるものです。 資料：国土地理院

地　　質

（２）  地　　質 （単位：k㎡、％)

区　　分 総  　数 与那原粘土層 小禄砂岩層 琉球石灰岩 沖　積　層 海岸堆積層 埋立て

  面　積

（ｋ㎡）

構成比

（％）

（注）昭和34年太平洋米軍司令部の資料による。 資料：企画課

　　　平成26年に国土地理院による面積調べの測定方法に変更があったが、実質的な面積の増減はないため、

　　　構成比に応じて面積を算出している。

10.1100.0 42.0 11.6 30.6 1.1 4.6

19.48

東経127°43′19"

「平成26年全国都道府県市区町村面積調」

　本市の地質は小禄砂岩層、与那原粘土層、琉球石灰岩、沖積層、海岸堆積層からなっている。そのおおかたは
小禄砂岩層と与那原粘土層を基盤としてその上に琉球石灰岩が載り、土壌は与那原粘土層の風化土壌である
ジャーガルと琉球石灰岩の風化土壌である島尻マージが市域に広く分布し、アルカリ性で肥沃な土壌となってい
る。
　分布状況を地域別にみると、西原、当山付近と前田の一部は与那原粘土層が広がり、その地域から牧港方面に
細く続いている。この地域の北側（市境の北側沿い）には、琉球石灰岩に覆われた地域も幾分残っている。そし
て、伊祖から港川につらなる丘陵に沿うようにして細く琉球石灰岩の地域があり、港川、牧港あたりで広がって
いる。その丘陵の南、緩傾斜する一帯には小禄砂岩層が広範にわたって露出している。これは前田の南側、経
塚、仲間、安波茶あたりから伊祖の一部地域をとおって城間、港川一帯まで広く露出している。
　中央低地部はほとんどが与那原粘土層で覆われ、また、沢岻と安波茶の高台には琉球石灰岩が少し残る程度で
ある。中央部から西側、つまり国道58号付近から海岸線近くは勢理客と港川を両端として城間、屋富祖、仲西が
弧をえがいた台地になり、琉球石灰岩に覆われているが、城間の高台では与那原粘土層が露出している。
　本市に分布する琉球石灰岩はおおかた那覇石灰岩から成るが、ところどころに牧港石灰岩と読谷石灰岩が分布
している。また、海岸沿いの地域は主に海岸堆積層から成っているが、河口と低地には沖積層も分布している。

北緯 26°14′45"

8.18 2.26 5.96 0.21 0.90 1.97

経　　緯　　度
面　積

Ⅰ 土地及び気象　

 本市は、沖縄本島の南側に位置し、東シナ海に面する西海岸沿いにあって、東に西原町、南に那覇市、北東に宜
野湾市が隣接している。市域（飛地を含む）は、東西 8.4㎞、南北 4.6㎞で、北を頂点として南西と南東に広がった
扇状の形をしている。総面積は、平成26年10月1日の国土地理院の面積調における測定方法の変更により19.48k㎡と
なった。

浦添市の位置・面積 市庁舎の位置

方　向 地　名 所　在　地 経　緯　度
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土地及び気象

地　　　勢

（３）  地　　勢 （単位：k㎡、％)

 20m  20m ～  40m ～  60m ～  80m ～  100m～  120m～

　  未満      39m  　  59m  　  79m 　   99m 　   119m  　 以上

面　    積

   （ｋ㎡）

構　成  比

    （％）

資料：企画課

（単位：㎡)

  牧港奥崎原

      〃

  勢理客城門原

  港川越地原

  牧港奥崎原

  港川崎原

  勢理客城門原

  港川越地原

  勢理客城門原

       〃

  港川越地原

  小湾城門原・勢理客立山原

  港川港川原

  牧港上野原

  港川越地原

  牧港新間原

  港川越地原

  勢理客

    〃

    〃

    〃

  牧　港

    〃

  勢理客

  西  洲

    〃

  勢理客

  西  洲

  西  洲・勢理客

  西  洲

  牧港新間原

  西洲２丁目

  西洲２丁目
  西洲２丁目
  西洲３丁目

  牧港４丁目
  西洲２丁目
　牧港５丁目

資料：西海岸開発課(～23年度）
　　　　　　　　　 総務課　　　(24年度～）

9,451.06

2,841.77 車海老養殖施設

緑地 〃
平成23年12月22日 188.39

都市機能用地平成23年１月17日

14,070.62

159,419.42
23,355.37

平成27年９月29日

   牧港川水系字宇地泊川改修地

　西洲３丁目

55,999.25

平成５年４月23日

平成９年11月18日 17,008.76

平成24年７月５日 25,944.60 ふ頭用地

7,646.30

ふ頭用地

平成12年９月19日 59,524.46 ふ頭用地
平成16年11月５日 30,468.06 ふ頭用地

平成11年３月２日

平成元年１月10日 425,285.98 卸商業団地

ふ頭用地

ふ頭用地

車海老養殖施設

平成３年５月24日 94,806.20 緑地

平成元年７月21日

平成２年２月16日 37,640.53 港湾関連用地

60,671.61 港湾関連用地

12,493.32

64,291.79

36,892.35

38,777.86

16,862.30

小型船溜

2,892.54

漁港

〃

小型船溜

車海老養殖施設

38,715.03

36,592.55

住宅・骨材集積所

〃

〃

工場

37,631.72

事務所

自動車修理工場

事務所・発電所

ゴルフレンジ

塵芥処理施設

船舶修理工場

平成元年８月29日

 〃

昭和48年１月23日

 〃

昭和62年６月９日

昭和63年１月26日

昭和63年７月29日

昭和55年８月11日

昭和44年３月22日

昭和52年１月17日

昭和60年11月５日

昭和42年４月１日

 〃

 〃

昭和42年10月11日

 〃

 〃

昭和63年10月25日

工場

事務所・製材所6,730.36

31,168.45

731.25

　市の地勢は、市域の東側に沖縄本島を縦断する丘陵が細長い状態で横たわっており、その丘陵から直角の方向
で一つの細い丘陵が市域のやや北側をとおって西の方向へゆるやかに傾斜し、海岸沿いまで続いている。地形を
みると、市域の中間部から東側は標高60メートルから 140メートルの丘陵が波状となって激しい起伏を呈し、西
側にかけては標高50メートル内外の高さから西海岸へ比較的起伏のゆるやかな状態で傾斜している。したがっ
て、市を通る４つの河川は、いずれも市の東境界かいわいを上域として西流し、東シナ海に緩やかに注いでい
る。
　平成26年に国土地理院による面積調べの測定方法に変更があったが、実質的な面積の増減はないため、構成比
に応じて標高面積を算出している。
（小数点第2位で四捨五入した値を表示しているため、総数とは一致しない）

区　　　分 総　  数

5.53 2.01 0.92 0.102.30 2.3219.48

 〃

昭和42年３月30日

昭和41年６月16日

昭和41年12月28日

6.31

33,708.30

23,217.73

220,595.46

83,105.84

24,630.25

〃

未使用

組　　踊　　り

学校

用　　　　  途

事務所

17,652.58

43,497.10

286.24 給油所

編入面積（㎡）

116,415.23

〃

23,140.00

昭和40年６月17日

 〃

昭和40年12月30日 1,470.88

0.54.711.911.8

（４）  埋立地面積及び用途状況（平成27年10月1日現在）

埋　　立　　地　　名編　入　年　月　日

32.4 28.4 10.3100.0
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土地及び気象

（５）　地目別土地面積の推移（各年共１月１日現在）

年　　次 総 面 積 畑 宅　　地 原　　野 軍用地 その他

平成23年　 19.090 0.733 8.441 0.970 2.658 4.571

24 19.273 0.723 8.441 0.955 2.658 4.651

25 19.299 0.671 8.462 0.949 2.658 4.644

26 19.299 0.644 8.492 0.946 2.648 4.666

27 19.480 0.588 8.502 0.955 2.648 4.855

（注）総面積は、国土交通省国土地理院の「全国都道府県市区町村別面積調」である。 資料：資産税課

　　　その他は、総面積から畑、宅地（事業所敷地を含む）、野原、池沼（車海老養殖場含む）、

　　　雑種地（埋立地含む）、軍用地を差引いた数値である。

（６）  用途別農地転用（各年度３月末現在） 

件　数 面　積 件　数 面　積 件数 面　積 件数 面　積 件　数 面　積

平成23年度 74      27,003  52      25,002  -  -      -  -      22    2,001    

24 101     45,177  77      33,903  -  -      -  -      24    11,274   

25 139     52,744  92      37,350  -  -      -  -      47    15,394   

26 94      34,250  50      15,608  -  -      -  -      44    18,642   

27 99      42,069  68      24,413  -  -      -  -      31    17,656  

（注）農地法の許可あるいは届出を要しないものは除いた。 資料：商工産業課

      平成25年度以降は12月末現在の数値である。

（７）  字別農地面積（平成27年12月末現在）                   　   　            　  　　

筆　数 面  積 構成比

115     42,069  100.0%

3       478     3.3%

11      1,546   6.6%

7       1,224   1.6%

-       -       3.3%

-       -       0.4%

-       -       -

1       68      0.1%

5       2,862   1.1%

4       912     0.2%

-       -       -

-       -       0.2%

2       1,398   0.8%

10      7,224   14.2%

14      3,336   4.6%

22      7,973   26.7%

15      4,940   16.1%

9       2,423   16.3%

12      7,685   4.7%

（注）(1)農地面積は平成25年1月1日調査の農地台帳面積である。 資料：商工産業課

　　　(2)字別転用面積の合計で、１㎡未満は削除し､農地面積の構成比は、小数点２位以下を四捨五入した。 

 　　 (3)区画整理事業施行中（換地処分前）の地番の届出面積は仮換地先の面積ではなく従前地の面積である。

当　　　　山 88,041        

大　　　　平 25,659        

前　　　　田 144,389       

西　　　　原 87,397        76,632         

144,389        

25,659         

62,215     25,826         

-          

-          

76,682         -          

-          25,111         

10,765     

-          -              

-          

5,685          

918            -          

-          

-          287            

-              

-          1,308          

4,279          -          

-          

勢　 理　 客 1,308         

仲　　　　西 918           

4,279         

沢　　　　岻

経　　　　塚

76,682        

25,111        

内　　　　間

伊  　　　祖

宮　　　　城 5,685         

港　　　　川

8,400         

城　　　　間 -             

小　　　　湾 -             

1,903         

牧　  　　港 17,867        

屋 　富 　祖 287           

総　　　　数

 面　  積

仲　 　 　間 17,604        

字　　　別

541,247      

転 　用 　面 　積 農 　地 　面 　積

安 　波　 茶 35,717        

（単位:k㎡)

17,867         

-          1,903          

（単位：㎡）

公共用地 そ　の　他

17,604         

35,717         

-          

市 街 化 区 域

8,400          

1.672

1.800

1.870

-          

調 整 区 域

農 地 面 積

-          

（単位：筆、㎡、％）

農 地 面 積

468,267         72,980      

池　　沼 雑 種 地

年　　度
総　　　  数 住　宅　用　地 工業用地

0.030 1.902

0.030 1.873

0.045

0.045

0.045

－33－



土地及び気象

河　　川

（単位：水位㎝、流量㎥／秒）

安　　謝　　川 小　　湾　　川 牧　　港　　川

52                 … …

5,200 4,300 3,300

8.10 4.83 15.17

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

水　位（  ㎝  ） … … …

流　量（㎥／ｓ） … … …

（注）平成26年度より安謝川の水位等の観測はしていない。 資料：沖縄県土木建築部河川課

　　　小湾川及び牧港川は年間観測していない。

　　　６．渇水位（流量）・・・・ １年を通じて355日はこれを下らない水位（流量） 

　　　７．最小水位（流量）・・・ １年を通じて最小の水位（流量）

豊　  水

平　  水

低　  水

渇　  水

時　　間

最    小

（注）全て２級河川である。                                                               

      流路延長は２級河川指定延長である。 

　　　４．平水位（流量）・・・・ １年を通じて185日はこれを下らない水位（流量）

　　　５．低水位（流量）・・・・ １年を通じて275日はこれを下らない水位（流量）

　　  水位は、各観測所で設けている基準面から水面までの高さであるため、マイナスになる場合もある。

　　　１．年平均水位（流量）・・ 日平均流量の１年の統計を当年日数で除した水位（流量）

　　　２．最大水位（流量）・・・ 一年を通じて最大の水位（流量）

　　　３．豊水位（流量）・・・・ １年を通じて95日はこれを下らない水位（流量）

年 平 均

時　　間

最    大

　市内には全長約３～５㎞、幅員約50～90ｍの小規模クラスの４つの河川（安謝川、小湾川、シリン川、牧港
川）があり、そのいずれも市の東高台地域を上流として西側に流れ、東支那海にゆるやかに注いでいる。また、
平均水位や平均流量はともに少ない。
　水質についてみると、安謝川は周辺に工場や事業所が多いため、悪臭を発生している箇所もみられる。牧港川
や小湾川は下水道の普及等により、以前に比べて、水質の改善がみられる。水質汚濁の原因は、70～80％が生活
雑排水であるといわれており、今後環境にやさしいライフスタイルへの見直しが求められている。

区　　　　　　　 分

最　大　幅　員 　（　ｍ　）

流　路　延　長　 （　ｍ　）

（８）  河　川（平成26年度）

流　域　面　積　 （ ｋ㎡ ）

－34－



土地及び気象

（９）　水　質 （単位：透視度(度)、大腸菌群数 MPN/100mℓ、㎎/ℓ）

上　流 中　流 下　流 上　流 中　流 下　流 上　流 中　流 下　流

安川団地 牧港

西側 第二橋

8.2 8.0 7.9 7.6 7.9 8.4

～8.7 ～8.4 ～8.4 ～8.2 ～8.0 ～8.5

7.8 7.8 7.7 7.4 7.9 7.9

～8.4 ～8.4 ～8.3 ～8.4 ～8.4 ～8.6

ＤＯ 25年度 … 9.1 6.6 11.6 8.4 7.5 5.3 7.0 8.6

（平均） 26年度 … 9.0 6.8 11.3 9.2 8.1 5.6 8.1 8.7

ＢＯＤ 25年度 … ＜0.5 0.9 2.3 1.7 2.0 10.1 3.5 3.2

（平均） 26年度 … ＜0.5 0.9 2.3 2.1 2.2 8.5 2.6 2.4

ＳＳ 25年度 … 2.0 7.2 2.2 1.7 4.0 5.4 3.7 14.3

（平均） 26年度 … 2.0 6.0 2.0 1.5 1.2 6.4 2.3 6.2

大腸菌
群　数

25年度 … 4.8×103 4.0×104 9.8×105 4.4×104 4.1×104 3.7×105 1.6×104 5.8×104

（平均） 26年度 … 1.3×104 7.1×103 3.2×104 1.8×104 8.2×104 2.2×105 1.0×104 1.7×104

資料：那覇市環境保全課（安謝川）　　　　

浦添市環境保全課（小湾川、牧港川）

（注）

１．水素イオン濃度　 （ｐＨ）・　・　・ 酸性＜ｐＨ＝７＜アルカリ性

２．生物化学的酸素要求量（Ｂ Ｏ Ｄ）・

  　　 　　　 　酸素量のこと。　（５㎎/ ℓ以上でフナ、コイの棲息は不可能、　10㎎/ ℓ

   　　　　　　以上になると臭気が発生する）

３．溶存酸素量 （Ｄ Ｏ）・　・ ・  ･ 水中に溶解している酸素量のこと（魚が棲息するには5㎎/㎥以上必要）

４．浮遊物質量 （Ｓ Ｓ） ・  ・  ・  ・

                                              　      

  　　　         

　　（下流のみ平成25年度から測定再開。）

30以上

無色

30以上30以上30以上

30以上

無色
微褐色

30以上

30以上

微褐色

無色
微褐色

30以上

無色
微褐色

微白濁色

無色
微褐色

30以上30以上

無色
微褐色

無色
微褐色

無色

無臭
微下水臭

無色
微褐色

無臭 無臭

無色 白濁色

8.3 7.9

30以上

…

…

30以上

色　相

25年度

26年度

26年度

無色…25年度

無色

５．安謝川の上流・下流に関するデータは、平成20年度より測定されていない。

… 8.0

無色
無色

微白濁色

… 30以上

26年度

透視度

30以上…

8.3

ｐＨ

25年度

30以上 30以上

26年度

牧　　港　　川

経塚橋 一の橋 平成橋 勢理橋

小　　湾　　川

無臭
微下水臭

微下水臭

無臭
微下水臭

無臭
無臭

微下水臭
無臭

微下水臭

無臭
微下水臭

無臭
微下水臭

無臭

有機生物質が微生物によって生物化学的に酸化される際に消費され
る酸素量のこと。（５㎎/ ℓ以上でフナ、コイの棲息は不可能、10㎎
/ ℓ以上になると臭気が発生する）

水に溶けない懸濁性の物質のことで、この沈殿物が有機物であれば
分解するのにＤＯを消費して水中生物に悪い影響を与える。
（ヘドロやメタンガスの発生の原因となる）

無臭
微下水臭

無臭
微下水臭

区　  　  　分
安　　謝　　川

… 無臭

…

無臭

安謝橋平良橋 花見橋

臭　気

25年度

調　査　地　点
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土地及び気象

（10）　気象観測値

  　観測値

 年　月 気温 月 日 気温 月 日 湿度 月 日

　平成22年 23.1 33.2 7 14 9.1 1 15 74 33 3   29  

　平成23年 22.9 32.9 7 24 8.7 2 1 75 32 3   29  

　平成24年 23.0 33.3 7 18 11.6 1 26 74 32 4   1   

　平成25年 23.3 34.8 8 2 10.3 12 28 73 34  11  20  

平成26年 23.1 33.9 7 6 10.6 1 2 73 32  1   25  

　平成27年 23.6 33.8 7 5 9.6 2 11 73 22 4 15

27年１月 16.6 23.5 1 26  9.8 1 24 61 35  1 23  

2 16.8 25.0 2 26  9.6 2 11 65 33  2 13  

3 19.0 25.5 3 31 11.4 3 13 72 40  3 *24

4 22.2 28.8 4 4 16.7 4 15 76 22  4 15  

5 24.9 30.5 5 30  18.8 5 22 81 33  5 6   

6 28.7 32.5 6 *28 24.4 6 6 83 56  6 14  

7 29.0 33.8 7 5 23.8 7 20 79 39  7 23  

8 28.7 32.8 8 *18 24.9 8 17 79 53  8 5   

9 27.8 32.6 9 30 23.8 9 12 73 46  9 13  

10 25.5 32.0 10 1 20.0 10 10 68 43  10 *18

11 23.8 29.8 11 17 16.6 11 27 71 39  11 27  

12 20.1 26.9 12 2 14.0 12 30 68 36  12 19  

（注） 沖縄気象台の観測値である。（北緯26度12分、東経127度41分、標高28.1ｍ）　　　　　　　　　　　　　   

 (1)「海面気圧」は年または月の平均値である。

 (2)「平均気温」は年または月の平均値、「最高気温」、「最低気温」はそれぞれの期間中の最高の値、

　　  最低の値を示している。

 (3)「平均湿度」は年または月の平均値、「最小湿度」はその期間中の最小の値である。

 (4) ＊は、極値の起日が複数存在する場合に表す。

（11）  台風発生数及び沖縄県に接近した台風数（平成27年）

区    分 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（注）

 ２.「沖縄県に接近した台風数」の（　）は平年値で 1981～2010年（昭和56～平成22年）の30年間平均値

-   

1   

(1.2)

　　与那国島､南大東島の各気象官署等のいずれかから300㎞以内に入ることをいう。

-     

-   

(2.2) (1.7)

1   

(0.0) (1.4)

2   -    

-   -    

1   -   

(0.4)(7.4) (0.6)

沖縄県に
接近した
台 風 数 (0.9)

 ３.接近は２ヶ月にまたがる場合があり、各月の接近数の合計と年間の接近数は必ずしも一致しない。

(0.3) (0.1)

資料：沖縄気象台

 １.「台風発生数」の（  ）は平年値で1981～2010年（昭和56～平成22年）の30年間平均値である｡

　　である。なお沖縄県への接近とは、台風の中心が那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島、

台風発生数

(平年値）

4   

(3.6) (2.3)(0.6)(25.6) (0.3) (0.3)(0.1)

1   

(5.9)

1   

(4.8)

4   

2 -   

(1.7)(1.1)

5   2     27 1   2    

6 -   -    -     

(3.6)

1020.9

1006.3

1020.3

1013.9

1021.7

1    3   

1019.0

1019.3

1015.5

1010.5

1007.9

1009.4

1014.8

1010.2

総 数

2   

1014.7

湿  　度　（％）

平均

 最　　　小

1014.4

気　　　　　温　　  　（℃）

1014.1

平　均 平均

海面気圧(hPa)

最　　　高 最　　　低

1014.0

1007.2
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土地及び気象

（単位：hPa、℃、％、㎜、m/s）

地震

回数

日　量 月 日 風速 月 日 感

2895.5 131.5 5    16   5.3 21.2 10 28 129 84 

2122.0 131.5 5    16   5.4 35.0 5 28 107 63 

2733.0 174.0 8    27   5.5 41.1 9 29 129 51 

2071.0 204.0 5    23   5.3 22.0 10   5    101  73   

2584.5 251.5 10   11   5.3 33.1 7    8    104  74   

1425.0 157.5 7 10 5.2 27.0 7 10 90 77

22.0 9.5 1 14 5.3 11.8 1 15 9 4    

47.0 21.5 2 23 4.7 13.7 2 8 3 7    

95.5 29.5 3 9 5.1 12.7 3 9 8 12   

100.0 29.0 4 12 4.8 14.2 4 19 3 10   

197.5 86.0 5 24 4.7 16.1 5 12 8 13   

38.0 9.0 6 5 5.8 12.3 6 *30 8 7    

369.0 157.5 7 10 6.3 27.0 7 10 16 4    

278.0 52.0 8 15 5.5 21.2 8 24 12 6    

46.5 23.0 9 6 4.5 12.4 9 28 4 4    

63.5 29.5 10 23 5.0 11.8 10 31 4 3    

95.0 58.0 11 14 4.9 13.0 11 25 6 2    

73.0 13.5 12 6 5.4 13.3 12 *10 9 5    

（注） 沖縄気象台の観測値である。（北緯26度12分、東経127度41分、標高28.1ｍ）　　　　　　　　　　　　　   資料：沖縄気象台

(5) 降水量の「合計」は、その年または月の降水量の合計値､「最大日量」はその期間中の日降水量

 　 （０時～24時まで合計値）の内最大の値である。

(6) 風速の「平均」は年または月の平均値、「最大」はその期間中の10分平均風速の最大の値である。

(7)「最多風向」は年または月の期間中最も多い風向である。

(8) 有感地震（震度計を用いて観測）、地震回数は沖縄気象台で観測した回数。 

（12）  天気日数（平成27年） （単位：日）

区　　分 総 数 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（注） 資料：沖縄気象台

 １.晴天日数（1.0mm以上の降水がなく、平均雲量が8.5未満であった日数）                                      　 　       

  ◎雲量とは全天を雲が覆う場合を10 雲が全くない場合を０として、雲のある部分の割合を10分の1位で表す。

 ２.降水日数（1.0㎜以上の日降水量が観測された日数）           

 ３.雷日数(雷鳴が並以上及び雷光を伴う雷鳴が観測された日数）

 ４.霧日数(霧が発生した日数）                                 

北

-    

南南西

南南西

北

北北西

南

-    

-    

8

-    -    

-    

1 -    

9

-    霧 日 数

北

北北東

北北東

南東

17   

-    

2    -    1    -    

-    

59

-    

3    

6 10

-    

910 14

-    1    

2    2    

9

1    

有

風 　 向
風　向

最大風
速

10m/s
≦

の日数

最   　　　大

最 　 多
風  　　   速    　 （m/s）

平均

東

東

南南西

北北東

北北東

南南西

南南東

南東

北

北

北

南南東

北北東

北

北北東

北

15   18   19   

南南東

13   12   15   17   16   

北北東

 降　 水 　量　　（㎜）

合　計

最　   大

-    

8降水日数

雷 日 数

102 5

11

東南東南南西

178晴天日数 11   12   13   

-    

東

南南西

西北西

北北西

北

北北東
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土地及び気象

（13） 所有形態別軍用地面積及び地主数（平成26年3月末現在）       　　   　   　　 （単位：ha・人）

施設面積 国 有 地 県 有 地 市 有 地 民 有 地 地 主 数

（注）計数は四捨五入のため、符合しないことがある。 　資料：「沖縄の米軍及び自衛隊基地」

　 　「０」は表示単位に満たないものである。 　   沖縄県基地対策室編集

   　牧港補給地区は、「キャンプキンザー」（米軍呼称）と同一である。　　　　　　　　

（単位：千㎡）

面　　　積

      総　　　　数 216.424

0.201

0.001

0.002

           〃 0.008

           〃 0.019

           〃 0.011

           〃 0.002

           〃 0.123

           〃 0.009

           〃 0.002

           〃 0.056

           〃 0.005

3.000

1.878

18.000

1.560

3.000

16.000

50.000

8.000

0.270

43.000

0.060

1.227

2.850

0.040 牧港補給地区

12.100

45.000

10.000

（注）計数は四捨五入のため、符合しないことがある。 　資料：「沖縄の米軍及び自衛隊基地」

　　　「０」は表示単位に満たないものである。 沖縄県基地対策室編集

      昭和47年以前は総務課、昭和48年から平成14年までは西海岸開発課の資料である。      　　　       　　  

平成25年８月31日 牧港補給地区

平成４年５月14日 牧港補給地区（北側進入路の一部）

平成５年３月31日 牧港補給地区補助施設

平成７年２月28日 牧港補給地区（小湾川沿い）

平成13年９月30日 牧港補給地区南側進入路（勢理客）

平成９年５月14日

平成14年９月30日 工兵隊事務所

平成２年12月31日 陸軍貯油施設（伊祖～牧港）

〃（小湾変電所施設）

牧港地下ケーブル

浦添倉庫

昭和52年３月31日

昭和48年６月30日 浦添倉庫（一部）

牧港調達事務所

軍道一号線（国道へ移管）

昭和49年９月30日

昭和61年５月31日

牧港補給地区（勢理客酸素工場）

昭和60年６月30日 陸軍貯油施設（内間～伊祖）

昭和49年３月31日

工兵隊事務所

平成元年３月31日 牧港補給地区（制限水域）

昭和50年１月31日

牧港補給地区（東空寿）

昭和49年12月10日 牧港倉庫

〃（城間変電所施設）

高圧送電線施設

外国人商社

牧 港 補 給 地 区 272.7 2,833

昭和47年５月14日

昭和44年11月30日 牧港水道ポンプ

返　還　年　月　日

牧港補給地区（極東放送）

〃〃

〃（Ｖ．Ｆ．Ｗ）

牧港・屋富祖水道ポンプ（企業局へ移管）

米 軍 施 設

　本市における米軍施設は、牧港補給地区（面積272.7ha）施設で市面積の14.1％を占めている。牧港補給地区
は、昭和23年、米軍の強制的な土地接収により基地建設が進められ現在に至っている。主に軍需物資の補給基
地としての役割を担い、昭和47年、本土復帰に伴い施設内の米国民政府は廃止され、日本政府の提供施設とな
る。米軍は、牧港補給地区を『キャンプキンザー』と称している。

区　　　分

新間原地域（発電所施設）

29.5 0.0 241.91.3

（14）  返還軍用地の状況（平成26年3月末現在）

昭和43年６月30日

返　　還　　施　　設　　の　　名　　称
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（１）地目別土地面積（Ｐ33参照） （２）用途別農地転用面積（Ｐ33参照）

    （３）水　　質　　（Ｐ35参照）

(3)

DO
BOD

SS

Ⅰ 　土 地 及 び 気 象　

畑

3.0%

宅地

43.6%

原野

4.9%
池沼

0.2%

雑種地

9.8%

軍用地

13.6%

その他

24.9%

平成27年１月１日現在

9.0

6.8

11.3

9.2
8.1

5.6

8.1 8.7

0.0
0.9

2.3 2.1 2.2 

8.5

2.6 2.42.0 

6.0 

2.0 
1.5 1.2 

6.4 

2.3 

6.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

mg/ℓ 平成26年度

DO BOD SS

住宅用地

58.0%

その他

42.0%

平成27年12月末現在

安謝川 小湾川 牧港川

上流 上流 上流中流 中流 中流下流 下流 下流

総面積

42,069㎡

総面積

19.48㎢
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（４）月別平均気温（Ｐ36参照）

（５）月別降水量（Ｐ37参照）

16.6 16.8 

19.0 

22.2 

24.9 

28.7 
29.0 28.7 

27.8 

25.5 
23.8 

20.1 

23.5 
25.0 25.5 

28.8 
30.5 

32.5 
33.8 

32.8 32.6 32.0 

29.8 

26.9 

9.8 9.6 
11.4 

16.7 
18.8 

24.4 23.8 
24.9 

23.8 

20.0 

16.6 

14.0 

5

10

15

20

25

30

35

40

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

℃

平成27年

年平均気温 23.6℃  

平均気温 最高気温 最低気温

22.0 
47.0 

95.5 100.0 

197.5 

38.0 

369.0 

278.0 

46.5 
63.5 

95.0 
73.0 

0

100

200

300

400

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

㎜

平成27年

年間降水量 1425.0mm
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